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本日のお題

■DPCデータの活用方法
－経営的課題に関するもの

－診療記録の量的点検

■病院情報の公表について
－データの集計方法

－集計側の苦労・・

－診療科からの意見・・・



国立大学附属病院長会議 病院機能指標 経営管理項目

各大学病院のホームぺージから一部抜粋



機能評価係数Ⅱ

出典：DPC評価分科会資料を一部改変



機能評価係数Ⅱ

出典：DPC評価分科会資料を一部改変



急性期病院の経営的課題
■入院単価

■機能評価係数Ⅱ対策
－効率性係数

・入院期間のマネジメント
－新規入院患者の獲得
－後発医薬品係数
－保険診療係数
－地域医療係数

■支出の見直し

■重症度、医療・看護必要度
・
・



分析環境

アプリケーション
■SQL server 2014
■MS ACCESS
■PC-KAGLA（電子カルテ情報の抽出）
■QlikView

---必要に応じて、EXCEL・Power Pointを使用

使用データ
■様式1・4、D・E・Fファイル
■電子カルテデータ
－カルテ、レジメン、パス、スキャン（紹介・同意書等）のデータ

■病歴管理システム・がん登録システム



SQLserverのテーブル



Dファイル DPC14桁データ

拡張様式1

様式1

DPC14桁コードをとりだし

様式1にDPC14桁コード
を付与

様式1とDPC14桁データ
を結合
（データ識別番号・
入院年月日で外部結合）

拡張Eファイル

Eファイル 拡張様式1 Fファイル

拡張Fファイル

Eファイルに当該入院の
DPC14桁コードを付与

Eファイルと拡張様式1を
結合（データ識別番号・
入院年月日を内部結合）

Fファイルにない情報を
拡張Eファイルから取得

Fファイルと拡張Eファイ
ルを結合（データ識別番
号・入院年月日・データ
区分・順序番号・診療年
月を内部結合）

拡張Dファイル

Dファイルに当該入院の
DPC14桁コードを付与

Dファイルと拡張様式1を
結合（データ識別番号・
入院年月日を内部結合）

SQLserverのデータ加工プロセス



QlikView

QlikView

拡張様式1

HISデータ

拡張D

拡張E

拡張F

DPCマスタ



分析条件の検索



分析の考え方 パス使用比率

パス名称
パスにて在院日数のコント

ロールがされている



分析の考え方

出来高包括換算比も
一応確認



分析の考え方決定係数は
高め

レジメン名称
在院日数がやや短いか？

入院期間Ⅲの
在院日数の削
減の影響度を

分析

入院期間Ⅲの
在院日数の削
減の影響度を

分析

入院期間Ⅲの患者を削減
した場合の患者増が
どれだけ必要か



分析の考え方

パス化が必要パス化が必要パス化が必要



疾患ごとの新規入院患者の管理

DPCデータにも紐づけて分析



紹介元の管理

DPCデータにも紐づけて分析







診療録の量的点検

診療科ごとの記載分析

拡張Fファイル 診察記事データ

拡張Fファイルを1日1レコードに絞り込み、診察記事データ
を付与する。

拡張Fファイルと診察記事データを結合
（データ識別番号・実施年月日・診療科で外部結合）
診察記事データの有無の判定フラグを付与する



診療録の量的点検



診療録の量的点検

拡張Fファイル IC記録データ

拡張Fファイルを1日1レコードに絞り込み、IC記録データを
付与する。付与したレコードのうち、IC記録があるデータ
のみを絞り込む

拡張FファイルとIC記録データを結合
（データ識別番号・実施年月日、診療科で外部結合）

IC記録データが
追加された
拡張Fファイル

拡張Fファイルに拡張Fファイルのレコードを含んだ
IC記録データをもとの拡張Fファイルにレコードを追加する

UNION SELECTでレコードを追加

DPC14桁ごとの記載分析



診療録の量的点検

拡張Fファイル

IC記録データ

データ識別番号 入院年月日 退院年月日 入院相対日 実施年月日 診療科名 診療明細名称 データ区分 病棟コード

12345678 20160701 20160710 2 20160702 A科 ホスミシンＳ静注
用０．５ｇ ５０
０㎎

33 0001

12345678 20160701 Null 2 20160702 A科 IC記録 00 Null

データ識別番号 テンプレート名 実施年月日 診療科名 入院年月日 入院相対日

12345678 IC記録 20160702 A科 2 2

・UNION SELECTでレコードを追加
・IC記録にない拡張Fファイル項目はダミー項目をSQLに書き込む

データ区分を
任意に追加

ダミー項目で
分析に使用しない項
目は「Null」にする

テンプレート名の項
目を診療明細名称の
項目に変更する



診療録の量的点検



病院情報の公表

QlikView拡張様式1 DPC別LOS

データの加工

• 拡張様式1に病院情報公表に必要な情報を付与

QlikViewへ

インポート

• 拡張様式1のインポート

• DPC別LOSのインポート

QlikViewへ

エクスポート

• 各項目をEXCELに出力

入力・確認依頼

• 配布された作成支援ファイルにEXCELデータをcopy&paste
• 説明文を入力（ホームページや説明承諾書を参照して入力）

• 診療科に確認依頼



初発の５大癌のUICC病期分類別並びに再発患者数の
集計SQL



診断群分類別患者数等

集計条件
を解説



初発の５大癌のUICC病期分類別並びに
再発患者数



病院情報の公表に係る苦労した点

●診断群分類別平均在院日数の公開が遅い
●作成支援ツールの入力領域が狭い
－スクロールしないと入力した文字が確認できず作業が煩雑

●患者の視点の説明
－わかりやすいDPC名称
－説明文の作成
－Webデザイン



病院情報の公表に係る苦労した点

１４桁コードがすべ
て見えない



病院情報の公表に係る診療科等の意見

●症例数が少ない
－手術処置等/副傷病の分岐の問題
－短期滞在手術等基本料の問題

●手術数が少ない
－Kコードの問題

●症例数と手術数が合わない
●自分の科で行った手術が他科で掲載されている

－対診・転科の問題

説明文の対応



病院情報の公表に係る診療科等の意見



病院情報の公表に係る診療科等の意見



病院情報の公表に係る診療科等の意見



DPC6桁 DPCコード DPC名称 患者数 平均在院日数
（自院）

平均在院日数
（全国）

転院率 平均年齢 患者用パス

040040 040040ｘｘ9910ｘｘ

040040ｘｘ99040ｘ

040040ｘｘ9902ｘｘ

040040ｘｘ99000ｘ

040110 040110ｘｘｘｘｘ0ｘｘ

診断群分類別患者数等（私見）

DPC6桁のTOP●●のほうが診療科の症例数の実態の
説明をしやすい・・・ように思う。



病院情報の公表

出典：DPC評価分科会
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